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　スギ挿木の切口面及びその附近が異常に膨大して発根が甚だしく
不良となる現象は古くから屡々認められて居り，草野博士によれ
ば，スギの瘤病はNitschkia tuberculifera KUSANOの寄生によ
るとし，その癌が多数技葉に附着すると，枝葉の繁茂が衰えて，立
木の発育が阻げられ，往々幹の枯死することがあるとしている。
　一方，スギ病害木の材質については，矢沢2）氏が中部地方スギの
研究のさい，供試木のうち枝に瘤病の発生したものがあり，報告さ
れた例がある。この試験は，松前産スギのコブ病被害木の材質につ
いて，松前林務署からの依頼によって行った。本試験のスギは，樹
令40～50年生の壮令木に，約5年前，その発生が確認されている。
又本病の発生程度は，スギの林業品種，樹令，個体差があると考え
られている。

  1．供試木

　コブ病の発生した林は，スギ採種林に隣接する明治

44年植裁の造林地で，松前林務署松前事業区1林班，

大野村池の岱 面積0.72ha，立木本数363本で，被害

本数は激10本，中70本，微150本で．総本数の63％で

ある。

　供試木は，林業品種，樹令，胸高径等がなるべく等

しい，罹病木と健全木を比較する事が適当であるが，

第1表に示した供試木を用いた。したがって材質上の

差異もこの点を考慮した。尚，供試枝条材は28本

である。

　2．試験方法
  1）樹幹析解

　樹幹析解の方法は文献1）によった。

　2）癌の調査方法

　　癌の附着した材部の年輪は凸状又は凹状に彎曲す

るが，この部分の長さを“繊維不整の巾”，第1図の

点A，点Bを交ぶ距離，コブの“高さ”をAB線とコ

ブの頂点までの距離，AB線から材部の被害をうけて

いる点までの距離を被害“深さ”とし，その年輪数及

び樹心までの距離と年輪数を求め，コブ“径”は樹皮

側の平均的な径とし，被害の程度は次式で表わした。

　　深さ被害率＝材部被害深さ/樹心までの距離×

　　　　　　　100。
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　　巾　被害率＝繊維不整の巾/癌の径×100

　　年数被害率＝被害年輪数/樹心までの全年輪数。

　枝については，枝の元，末口径，コブの径，高さを

測定した。

　3）比重，収縮率，強度試験の方法

　　日本工業規格，木材試験法に準じて試験した。

　4）材色の試験法

　　三色分解反射率計によって材色の濃淡を測定し

　　た。標準白盤による目盛が100％，標準黒盤によ

　　る目盛が0％で表わされる。詳細は文献13）を参

　　照。

　3．試験結果及び考察

  1）樹幹析解の結果の1部を第2図に示した。今回

の試験結果では，林業品種，個体差，樹令が支配的で

既往の2，3の記述にあるような顕著な生長阻害は認

められなかった。これは壮令木であり，コブ病が発生

してから，未だ短期間であることが，その原因として

考えられる。

　2）コブの径と高さ，繊維不整の巾の関係を第3，

4図に，コブの径と深さ，年数，深さ被害率の関係

を第5，6，7図に示した。

　枝のコブ径と高さ，個数の関係は第2表に示した。

コブ病害の被害程度，軽徴な供試木番号1には，樹幹

の地上高3.3～13.3mまでに8個のコブが着いて居り

樹幹1m当り0.8個，被害“激”の供試木2には，地

上高0.3～9.3mに26個，樹幹1m当り2.9個あり，コ

ブの着く位置には方向性は認められないが，枝のつけ

根及びその附近に多いようである。
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　コブ径は10～15cmのものが最も多く、“繊維不

整の巾”はコブ径の2倍で，20～25cmに達し，被

害の深さは，6～7cm、年輪数は19年輪程度であ

り、被害率は何れも50～60％に及ぶので、用材とし

ての価値は著しく低下する。

　枝のコブ径は4～10cmのものが最も多く，被

害“激”の立木の枝には、長さ1m当り3個、軽徴

な立木の枝には1.7個あった。

　3．比重，収縮率、強度試験の結果

　年輪巾の出現率を第8図，年輪巾と気乾比重の関

係を第9図，年輪巾，比重，収縮率の関係を第3

表，年輪巾の出現率については，生長良好な供試木

3を除いては，ほぼ同様な出現を示し、その平均値

も大差ない。

　平均年輪巾と気乾比重の関係では，供試木1，2

と3，4では，明瞭な差があり，殊に供試木3の平

均値は0.303g/cm3で，0.300g/cm3以下のもの

が，半数を占め、既住の数値に比較して最も低い範
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囲に属する。然し，病害木の健全材

部の比重は，中庸か，稍高い程度の

数値であり，健全木の材部は稍低い

範囲から最も低い範囲こ属するので

コブ病害が，その健全材部に及ぶよ

うな顕著な点は認められない。

　樹幹内の容積密度数（R）の分布

については，平井6）氏が茨城大子産

スギについて報告したものによく類

似して居り，樹令と体積収縮率

（αv），樹令とαv/Rの関係等，いずれもコブ病害

が，被害木の健全材部にまで影響すると考えられる点

はなく，林業品種，個体差，樹令，生長の良否による

ものと考える。

　コブの比重，Rは正常材の約2倍，繊維方向の収縮

率は正常材の10倍，柾目方向の収縮率はむしろ小さ

く，板目方向は2倍の収縮率，αvは7～14％で稍大

きい。コブの材部には入皮状のもの，枝節が含まれ，

之等数値のバラツキが大である。

　コブ材部の収縮率の大きなことは特筆すべきことで

之等の材の使用上で著しい障害となろう。

　強度試験の結果を第4表に示した。コブ病による被

害材部は健全材に比較して，曲げ強さ，同比例限強さ

弾性係数が1/3に低下し，圧縮強さ，同比例限強さ，弾

性係数は1/2に低下する。然し枝条材では強度低下が認

められなかった。

　4）材色の測定結果を第5表に示した。測定位置は

地上高，樹令など対応する位置で辺，心材別に選定し

た。表の1と9，2と10のように横欄に対応する。病

害材の心材は暗色を呈し，健全材の所謂スギの赤味を

失い，この傾向はコブの着いている材部が著しく，

コブは材色の変化に関連があると思われる。

　本試験は昭和39年7月～9月の間に実施したが，そ

の間，御指導，御援助を戴いた，松前林務署長水口弘

一氏，同署造林課長江口完氏，同署石垣七郎氏，佐々

木俊郎氏，農林省林業試験場技官伊藤一雄氏に深尽な

る謝意を表する。
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